
開催日時：A：12月15日(金)午前10時～12時
　　　　　B：12月15日(金)午後2時～4時
対　　象：市内在住の65歳以上の方でスマホの操作方法にお悩みの方
定　　員：各回20名（応募者多数の場合は未受講の方を優先し抽選）
場　　所：社会福祉協議会大和事務所(大和町宮地花池字中道9-16)

支えあい通信支えあい通信

（丹陽町連区）を実施しました！
地域支え合い研修

丹陽西小学校区で月に15日程、専用の防犯パトロールカー
(通称青パト)で防犯啓発アナウンスを流しながら地域を巡回し
ています。
令和4年度は自転車盗難が多く、自転車ワイヤーロックと防

犯ポスターを配布しました。
普段のパトロールは3名程で行っていますが、毎月6日(ロッ

クの日)には喫茶店で定例会を開催し、直近の犯罪状況や、警
察の防犯啓発チラシを共有し活動に活かしています。コー
ヒーを飲みながら談笑し、お互いの近況を確認しあうなど、
仲間が顔を合わせて交流する楽しい機会になっています。

合言葉は「自分たちの町は自分たちで守る！」

特定非営利活動法人全国コミュニティライ
フサポートセンター宇城絵美様をお招き
し、『つながりはなぜ大切なのか』をテー
マに講演していただきました。

講演後は地域で行われている普段のつなが
り（お宝）を一人ひとり付箋に書き出しま
した。

左記研修で発表していただいた取り組み(お宝)を取材しました。その中から「森本防犯パ
トロール隊」の活動内容を紹介します。

隊の活動は町内の犯罪防止に大きな成果を上げていると共に、定例会でメンバー同士が顔
を合わせる機会があることで隊のメンバー同士の見守りにも繋がっています。

丹陽町連区の“お宝”を紹介します！

① ②

次に書き出した付箋を表に貼りました。表
は①つどいの場②仲間づくり③安否確認見
守り④健康づくり⑤その他に分かれてお
り、普段のつながりにどのような効果があ
るのか確かめました。

最後に各グループでどのような話があった
かを発表をし、丹陽町連区で行われている
お宝（住民の支え合い活動）についてみん
なで共有しました。

③ ④

町内の防犯活動と集いの場

団体からの声

《地域支え合い研修の様子》

「スマホを買ってみたけれど、使い方がわからない」「興味はあるけど、難しそう」など
悩んでいる方はいませんか？ 講座では、1人1台のスマートフォンをお貸しして、基本操作
を体験します。また、ご自身の持っているスマホの困りごと相談も実施します。

講　　座：『スマホならではの機能』の体験
講　　師：ソフトバンク(株)認定講師
※スマホをお持ちでない方も参加できます。
※ソフトバンク以外で契約されている方も参加できます。

【申込み】
往復はがきを使用し、往信用はがきに①希望日程(ＡかＢのいずれか)②住所③氏名④年齢
⑤電話番号を明記のうえ、以下のあて先にお申し込みください。【10月31日(火)必着】
〒491-0858 一宮市栄3丁目1番2号　尾張一宮駅前ビル4階
　　　　　　 一宮市社会福祉協議会「スマホ講座担当者」あて
※当落結果を返信用はがきでご案内いたします。
※返信用はがきは未記入のままお送りください。

【問合せ】本部 ℡85-7024

6月22日に丹陽町連区にて、地域支え合い研修を実施しました。この研修は
地域に従来ある活動や、日常的に行っているお宝（住民の支え合い活動）に焦
点をあて、地域のつながりを再認識することで、今後の支え合い活動や見守り
活動の発展につなげることを目的としています。当日は社会福祉協議会丹陽支
会の呼びかけにより、町会長、民生児童委員、老人クラブ、保護司の方々44名
が参加されました。

ご好評につき

第2弾気軽に学べるスマホ講座
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